


よりよい関係をつくるために

　どんな事情があったとしても、暴力をふるっ
ていいという理由にはなりません。
　暴力によらない解決方法があるはずです。
暴力は、身体的なものに限らず、精神的なも
のや性的なものもあります。どのような
暴力であったとしても、暴力をふるうことは
決して許されるものではないのです。
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再生紙を使用しています。

暴力を認めない
自分のことを大切にする

　人はみんな生まれながらにして一人ひとり大切に
されるべき存在です。
　暴力をふるわれてもいい人など一人もいません。
でも、自分を大切にする気持ちを持っていないと、
暴力をふるわれたとき、相手に対してはっきりと
「ＮＯ」の意思表示をすることが難しくなります。
　あなたは、自分のことは自分で決めることができる
のです。いやなことには「ＮＯ」と言うことができるの
です。自分の気持ち、自分の体を大切にする気持ちを
　　持ちましょう。

相手のことも大切にする

もし、あなたやあなたの周りの人が、交際相手との関係に悩んでいたら・・・

　自分のことを大切に思う気持ちと同じように、相
手への思いやりの心、相手を大切にする心を常に
持つことも大事です。
　相手の話に耳を傾けましょう。
自分の意見や考えを相手に押しつけず、相手が自分
と異なる意見や考えを持っていたとしても、まずはそ
ういった違いがあるということを認め、受け入れま
しょう。そして、自分はどう思うのか、相手に
　　言葉で伝えましょう。

　もしあなたが、交際相手から大切にされていないと感じるのなら、まずはだれかに相談してみま
しょう。一人で問題を抱え込み、悩んでいると、ますますつらく苦しくなってしまいます。だれかに
相談してみることで、一人では気づくことができなかった解決方法が見つかることがよくあります。

（内閣府作成資料より抜粋）　

　ＤＶは、恋人間でも起こります。恋人を独占し、束縛することが「愛すること」
と、勘違いしていることが原因のひとつと考えられます。


